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B荷重に対する鋼橋の診断と補強



第1章　概要

1－1　目的

　経年した橋梁は様々な補修や補強を施されることにより、その機能を持続して

きた。それは橋梁各部位の強度や機能についての設計理論・施工技術の不足、ま

た、予想を越える車両の荷重や頻度の増加の影響などにより生じた損傷に対して

のものに他ならない。rB活荷重」という新たな条件は橋梁に全体的な耐荷力の増

大を余儀なくするものである。ここでは、既設橋梁を新設橋梁に架け替える方法

ではなく、これまでの補修・補強を活用したr増強」を考えるものとし、様々な事

例の整理・検討結果を今後のr診断」・r増強」資料として設計実務者に提供するも

のである。

一　用語の定義　　一
（1）診断　　既存構造物の補修・補強の必要性の有無を判定することをいい、

　　　　その方法には現場での供用荷重に対する外観調査、応力測定、机上

　　　　での設計荷重に対する健全度照査、応力照査などがある。

（2）補修 　損傷により減少した既存構造物の耐荷力を損傷前の状態に復元す

るこ．とをいう。

（3）補強 　既存の構造物に部材（補強材）等を補うことで、部分的な耐荷力

の増大をはかることをいう。

（4）増強 　補強と同様に耐荷力の増大を目的とするが、さらに構造物全体の、

いわゆるr格上げ」をはかることをいう。
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1－3 研究テーマの設定

研究テーマ

B活荷重に対する鋼橋の診断と増強

鋼道路橋

既設橋梁
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診断方法

増強方法

床版

主桁

床組



1－4 作業手順

　S　TAR　T

　研究テーマの設定

文献、資料収集・整理

既往の文献

　　　・道路、鉄道橋の診断、補強事例の収集

　　　　　　文献抄録

　　　　　・文献抄録の書式作成および記入

リストおよび概要の作成

タイトル、出典、著者、キーワード、橋梁分類、

　　　　　　内容、対象位置等

　　　　　　整理

　　　　　・有用事例の抽出

各機関の照査方法
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・第1章

・第2章



①

r供用荷重照査1」等の内容の整理

アンケート調査・整理

アンケートの実施

・道路橋の診断、補強事例の収集

アンケート表の作成

・アンケートの書式作成および事例募集

リストおよび概要の作成

・回答会社、．一般事項、，補強要因、診断方法、

補強箇所と補強方法等

整理

・診断方法、補強方法等の数量化

B活荷重に対する鋼橋の診断と増強

・文献、資料収集結果、アンケート調査結果等からWGで検討

　　既設橋梁に対して
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第3章

・第4章



②

まとめ

END

③

診断方法の検討

・照査方法の考え方の整理

増強方法の検討

・増強方法の工法、損失等の整理

外ケーブル補強形式のケーススタディ

・外ケーブル補強形式の特徴と試設計

B活荷重に対する対策の具体例

・アンケート、その他から代表的な工法の提示

・第5章

・第6章
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